
『精神の変容』
〜信条がいかにして形式へ落日するか〜

すべての宗教は、時の流れとともに変異していく。

始原の純朴さは次第に失われ、核にあった一貫性も崩れていく。
やがて人々は原点の教えを忘却し、

自らの信仰の本質すら見失ってしまうのです。
複雑に組み上げられた儀式は空洞化し、

意味を持たない無機質なリピートへと変わっていく。

精神を失った複雑な儀式は単なる「形」と化し、
やがて意味の伴わない機械的な作業へと没落していく。

人はなぜ、自らを救うはずの礼拝や形式に、
かえって縛られてしまうのだろうか。

なぜ私たちは、自らを自由にするはずの儀式や形式に、
これほどまで盲目的に縛られてしまうのでしょうか。

キリスト教は、もともと罪からの救いを求める道として始まった。
しかし時が経つにつれ、それは領主たちや、

自己顕示欲に満ちた偽善者たちの権威を支える象徴へと変わっていった。

イスラームは、大いなる意志への服従と心の平安を説く教えとして始まった。
だが時に至れば、異論を排除し他者を攻撃するための、

排他的な教条主義へとその姿を変えた。

シク教もまた、真理を追い求める者を鼓舞する高潔な道標であった。
しかしやがて、組織を維持・拡大するという世俗的な目的のために、

自ら階層と社会的構造の檻を作り上げていった。

さらに言えば、あらゆるものは最終的に、
本来の目的から遠ざかり、

その目的そのもののパロディーへと変わっていくのではないだろうか。



冷え切った室内には、重苦しい沈黙が横たわっていた。その静けさを破るように、ミンが身を乗り
出す。鋭く細められた瞳には明らかな警戒の色が宿り、人さし指でテーブルをコンコンと叩きながら異
を唱えた。

「こいつは危険な思想の持ち主ではないのか」

その言葉が空中に放たれた瞬間、玲亜の口元がやわらかな曲線を描いた。彼女は肘をテーブルにつ
け、両手をあごの下で組むと、いたずらっぽく小首をかしげる。その声にはどこか興奮を楽しんでいる
ような軽やかさが混じっていた。

「すべての考えは潜在的に危険ではないのか？ この世界に本当に『安全な場所』はあるのでしょう
か？」

鈴の鳴るような彼女の微笑みに引き寄せられるように、ティムも深く頷いた。椅子の背もたれにゆ
ったりと体を預け、どこか遠くを見つめるように眼差しを和らげる。

「それは言えてる。しかも、ほとんどの信仰には非常に多くの流れがあります。信条の多様性は素
晴らしいですね」

二人の柔らかな語り口とは対照的に、部屋の隅の影から低く冷ややかな声が落ちた。ティンは手元
のカップをゆっくりと持ち上げ、すっかり冷めて表面に薄い膜の張ったカプチーノを口に含む。一口す
すり、陶器のカップを静かに皿へと戻すと、感情の籠もらない冷徹な視線をゆっくりと皆に向けた。

「人間の愚かさにも同じことが言えます。愚か者といっても、千差万別だ」

洗練された皮肉が静かな波紋となって広がり、静寂は再び深さを増していった。
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